
  

 

 

 

 

 

 
 
許せない「閣議決定」、「撤回」あるのみ 

集団的自衛権とは集団的交戦権 
衆参各 1 日の閉会中審査で茶を濁す構え 

 

安倍政権は、国民の批判に耳をかたむけるどころか、6 月 30 日、7 月 1 日首相官邸

前と全国各地の反対の声を無視し、公明党との合意を早々ととりつけ、国民を恫喝する

なかで「閣議決定」を強行しました。集団的自衛権行使容認とは憲法第９条が禁じてい

る交戦権容認そのものです。もともと「限定」や「歯止め」を言わざるを得ないことに

も既に矛盾があらわれていました。多くの国民はごまかしを見抜き、内閣支持率は一気

に１０ポイント下がっています（７日 JNN ニュース）。 

また、集団的自衛権行使を実現するためには、自衛隊法や周辺事態対処法などの個々

の戦争法「改定」を行わなければなりません。「閣議決定」をしたからといってすぐ海外

で武力行使ができるわけではありません。そのために、安倍首相は、「９月に予定する内

閣改造で『安全保障担当大臣』を新設」、「グレーゾーン事態や集団的自衛権行使などに

関わる法案を一括して国会に提出する」方針です。法案作成準備に時間がかかり、その

間に国民に説明するとも言っています（「読売」７/６付）。時間がたてば国民の不安や怒

りが収まるとでも思っているのでしょうか。 

7 月 14 日には衆院、15 日には参院の各予算委員会で閉会中審査が行われます。 

世論と運動で「閣議決定」を撤回させましょう。 

 

閉会中審査でごまかすな！国会でも全国でも！ 
 

憲法共同センターが 14 日国会正門前で大行動 
戦争する国づくりストップ！憲法を守り･いかす共同センターは、7 月 14 日（月）18

時 30 分から 20 時の予定で、国会正門前を会場に国会行動を行ないます。 

 

解釈で憲法 9 条を壊すな！実行委員会は 13 日～15 日に行動 
●「閣議決定」撤回！閉会中審査でごまかすな！7･13 国会包囲大行動 

7 月 13 日（日）正午～／国会議事堂正門前 

●「閣議決定」撤回！閉会中審査でごまかすな！7･14 国会大行動 

7 月 14 日（月）正午～／衆議院第２議員会館前 

●「閣議決定」撤回！閉会中審査でごまかすな！7･15 国会大行動 

7 月 15 日（火）正午～／参議院議員会館前 

※呼びかけは解釈で憲法９条を壊すな！実行委員会と戦争をさせない１０００人委員会 
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